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ＪＭＩＴＵ 
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 要求実現の力をもつ

労働組合をめざし  
 全国で組織建設と 
拡大をすすめよう！ 

組合員平均5,８１７円１２１支部分会で回答 
 

 

 

 

 

    ＜主な回答（３月２５日現在）＞ 
ユニオン光学（東京北部）  ２０，０００円（１次） 
村松フルート（埼玉）    １２，０８０円（妥結） 
大東工業（東京東部・埼玉） １１，０００円（２次） 
レオン自動機（栃木）     ９，７８８円（１次） 
池  貝（茨城）       ９，３１２円（１次） 
日本ロール（東京東部）    ９，１００円（３次） 
川本製作所（愛知）      ９，０００円（２次） 
田中科学（東京東部）     ８，５００円（２次） 
日本電子（東京西部）     ８，５００円（１次） 
河合連合（静岡）       ８，０８０円（１次） 
リオン（東京西部）      ８，０００円（１次） 
関西エンジニア（兵庫）    ８，０００円（１次） 
カシフジ（京滋）       ７，８００円（３次） 
ボッシュ・レックスロス（茨城）７，３３０円（１次） 
野村製作所（大阪）      ７，０８６円（１次） 
 

 １７日、各地で第２次スト あきらめず、ねばり強く   

 
 

通信産業本部は、ＮＴＴ持株会社前をはじめ全国６８カ所で１時間の時限ストに突入（17日 千代田区） 
 

 

春闘で初、学習決起集会―東京スチールセンター 

 神奈川・東京スチールセンター支部は 17日、会社

食堂で、初となる学習決起集会を開催。支部組合員

47人に加え、近所にある富田電機支部の仲間、地本

や神奈川労連、厚木地区労の仲間が激励しました。 

ＪＭＩＴＵは 17 日、全国で第二次の統一ストに入りました。通信産業本部がＮＴＴ持株会社前など全国

68カ所で時限ストに入ったのをはじめ、埼玉、東京、神奈川、長野、京滋、大阪、兵庫などでリレースト・

決起集会・回答促進交渉・職場激励行動が展開されました。25日現在の回答引き出し１２１支部分会の平均

は５１２７円、組合員 1人あたり平均は５８１７円。昨年同時期比で５００円～３００円下回っています。

24日には、リオン支部（東京西部）が闘争態勢強化へ、職場リレーストに入りました。 
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 滋賀・草津駅 驚き！45 分で 45 筆！  

３月 10日、京滋地本がリレーストの合間にＪＲ草津駅でお

こなった戦争法廃止署名の宣伝。午前 10～11時の寂しい時間

で、通るのはほとんどがお年寄り。参加者も６～７人でしたが、

45分でなんと 45筆も集まりました。一同、あまりの反応の良

さに、驚き！でした。 

 

「ＪＭＩＴＵ」（メールニュース版）は、毎月２５日発行です。職場のたたかいや経験を、随時発信してい

きます。支部執行委員はじめ、職場のみなさんに届けてください。 

参院選 1 人区 野党共闘着々 ９選挙区で実現 
戦争法廃止！ 安倍内閣打倒へ全国でうねりを 

 昨年９月 19日の戦争法成立から半年、7月 10日投票が予定される参院選挙に向け、野党共闘が大きく動き

はじめています。与野党逆転のカギを握る 32ある定数１の選挙区で、「野党共闘を」と、戦争法阻止でともに

たたかった市民団体・個人の熱い運動が、５野党をつき動かしました。 
２月 19 日の民主、共産、維新、社民、生活の５野党党首会談が、戦争法廃止、集団的自衛権行使容認の閣

議決定撤回、国政選挙での協力などで合意したことで、事態が大きく動きました。昨年 12 月、全国に先がけ

て弁護士のあべ広美氏が市民ネット・５野党の統一候補に決まった熊本に続き、党首合意後、宮城（３月２日）、

長野（同７日）、徳島・高知（同９日）、宮崎（同 17 日）と続き、21 日には青森と山梨で、翌 22 日には長崎

で統一候補が決定。すでにオール沖縄の候補としてたたかう伊波洋一氏とともに、９選挙区で統一候補が決定

しました。衆参同時選挙の動きも強まるなか、「野党は共闘」の声と運動をいっそ高めることが重要です。 
 統一候補と５野党の政策協定では、戦争法廃止にとどまらず、雇用・子育て・介護・教育などの課題でも合

意されたところもあります。１人区での野党共闘と、たたかう野党の勝利、参院選での与野党逆転が実現する

なら、秋以降に予定されている戦争法の発動阻止のみならず、労働法制改悪、貧困・学費・待機児童問題、原

発再稼働、沖縄・辺野古基問題など国民的課題でも、たたかいの大きな転機をつくることになります。 
  

２０００万人署名で、野党共闘を後押し 
 

 

   ＪＭＩＴＵ 現在 6,324 筆 全支部へ、家族へ 

 

全労連など総がかり行動実行委員会がよ

びかけ、全国的にとりくまれている戦争法

廃止２０００万人署名。ＪＭＩＴＵでは、

春闘ストライキ集会での戦争法廃止「職場

決議」のとりくみと合わせ、署名の飛躍を

よびかけています。25 日現在での署名集約

は、３月に入って新たに１６００筆余増え、

現在６３２４筆。「各地協が駅頭などで署名

行動」（東京）、「市営住宅 62 戸に署名用紙

とお願いをつけ投函。25 戸から 43 筆の署

名」（福岡）など、各地で奮闘しています。 
目標の３万筆を達成するためには、①署

名のとりくみをすべての支部にまでひろげ

ること（現状はまだ４割）、②組合員が自分

の分だけではなく、家族やまわりにひろげ

ることが大事です。４月 15日（金）中央行

動での第二次署名提出に向け、署名の飛躍

をはかります。 

滋賀・ＪＲ草津駅で署名（３月 10日） 


